
第４章 プロジェクトの妥当性の検証

4-1 プロジェクトの効果

プロジェクトの直接の受益者はエファテ島住民約42,128人 1999年 である プロジェクトの（ ） 。

実施による直接効果を表4-1-1に示す。

表 4-1-1 プロジェクト実施による直接効果

現状と問題点 本計画での対策 計画の効果･改善程度

１．既存橋梁は被災して構造的に 構造的･水文的に健全な橋梁への 将来にわたり道路交通が確保さ

、 。不安定であるだけでなく通水 架け替え（テオウマ橋、レンタパ れ 環状道路の機能が維持される

断面が不足しており、橋の崩 オ橋） 前回計画で発現した効果が維持さ

壊/流出が危惧される。 れる。

・既存橋梁の寿命：予測不可能 ・再建橋梁の寿命：50年以上

（1年以内～10年以下）

２．既存橋梁は１車線幅しか確保 ２車線幅員の確保（交互通行区間 危険要因を排除することにより走

されておらず交互通行をして の撤廃）および歩道の設置 行性および安全性が向上する。

いるが、必要とされる視距が

確保されていないため走行上

の危険箇所となっており実際

に事故も発生している。

・必要視距：対向車視認距離 ・必要視距：制動停止距離75ｍ

474ｍ（60㎞/h）は道路線形 （60㎞/h）が確保されている。

上確保不可能

・可能走行速度：約15㎞/h ・可能走行速度：60㎞/h

さらに 計画実施による間接効果として 通年交通の確保による生活利便性の向上が見込まれ、 、

る。

4-2 課題・提言

プロジェクトの効果を十分に発現させ 持続させるために バ 国側が取り組むべき課題は、 、「 」

次のとおりである。

・日常管理の実施

巡回点検を定期的に実施して対象橋梁の変化を観察することにより、橋梁およびその周囲

の損傷を早期に発見し、適切な補修を実施することが可能となる。特に洪水後には河岸の

侵食、下部工底部の洗掘、流木などの障害物、トラス底部桁材の損傷について点検を行う

ことが望まれる。

・道路の維持管理
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対象橋梁はあくまでも環状道路の一部であり、プロジェクトの効果を維持させるためには、

道路の供用性を保つことが必要である。舗装の供用期間を延ばすためにも維持管理は重要

であり、前回計画で整備された区間は現在のところ適切に維持管理が実施されているので、

引き続き維持管理を実施していくことが望まれる。

実施機関であるPWDおよび維持管理を担当する同シェファ地方事務所は これらの課題に対し、

て十分な実施能力を有しているので、技術協力や他ドナーとの連携は必要ないと判断される。

4-3 プロジェクトの妥当性

プロジェクトの裨益対象が一般国民であり特に地方部への裨益が大きいこと、本プロジェクト

は震災復旧の一部であり緊急性が高いこと バ 国の保有する機材･人材・技術で維持管理が、「 」

可能であること バ 国政府投資計画にリストアップされている優先度が高い案件であるこ、「 」

と 収益性の高いプロジェクトではないこと 環境面で負の影響がほとんどないこと わが国、 、 、

無償資金協力制度により特段の困難なく実施可能であることから、協力対象事業をわが国無償

資金協力で実施することは妥当であると判断される。

4-4 結 論

本プロジェクトは 前述のように多大な効果が期待されると同時に 本プロジェクトが広く住、 、

民の生活利便性の向上および社会経済活動の活性化に寄与するものであることから、協力対象

事業に対してわが国無償資金協力を実施することの妥当性が確認される さらに 本プロジェ。 、

クトの運営･維持管理についても バ 国側の体制は人員･資金とも十分であり問題ないと考、「 」

えられる。
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資 料 １

調 査 団 員 ・ 氏 名

A - 1



資料１ 調査団員･氏名

現地調査

氏 名 担 当 所 属

林 宏之 総括 国際協力事業団無償資金協力部

業務第三課

平岡 一幸 業務主任/ ㈱片平ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

維持管理計画

村本 康昭 橋梁設計 ㈱片平ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

角谷 効一 自然条件調査 ㈱片平ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

(地形･地質･水文)

村上 啓一 施工･調達計画/ ㈱片平ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

積算

概要説明調査

氏 名 担 当 所 属

池 哲広 総括 国際協力事業団バヌアツ事務所

所長

平岡 一幸 業務主任 ㈱片平ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

村本 康昭 橋梁設計 ㈱片平ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
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資 料 ２

調 査 行 程

A - 3



資料2　調査日程

1)　現地調査期間：平成15年3月4日～3月29日

日 曜

順 日 林 平岡 村本、村上 角谷

平成15年

3月4日

ﾎﾟｰﾄﾋﾞﾗ発ﾅﾝﾃﾞｨ着(NF070)

ﾅﾝﾃﾞｨ発 ｽﾊﾞ着

JICAﾌｨｼﾞｰ事務所に報告

在ﾌｨｼﾞｰ日本大使館に報告

ｽﾊﾞ発 ﾅﾝﾃﾞｨ着

ﾎﾟｰﾄﾋﾞﾗ発

ｼﾄﾞﾆｰ着(NF0１0)

ﾎﾟｰﾄﾋﾞﾗ発ﾅﾝﾃﾞｨ着(NF070)

ﾅﾝﾃﾞｨ発 ｽﾊﾞ着

JICAﾌｨｼﾞｰ事務所・ ﾎﾟｰﾄﾋﾞﾗ発

在ﾌｨｼﾞｰ日本大使館に報告 ｼﾄﾞﾆｰ着(QF376)

ｽﾊﾞ発 ﾅﾝﾃﾞｨ着

年月日
工　　程

1 火 東京発シドニー着(JL771)

2 3月5日 水 シドニー発ポートビラ着(NF011)

3 3月6日 木 JICA/JOCVﾊﾞﾇｱﾂ事務所・ｲﾝﾌﾗ公共事業省(MIPU)・公共事業局(PWD)と打合せ

4 3月7日 金 PWD(他ﾄﾞﾅｰ関係者含む)・財務省経済社会開発局(DESD)・土地・鉱物資源省(MLGM)環境局と打合せ

5 3月8日 土 現地調査（テオウマ橋、レンタパオ橋、環状道路全線）

サイト調査・資料収集

6 3月9日 日 団内打合せ・資料整理

7 3月10日 月 財務省(MOF)・PWDと打合せ、現地調査（PWDワークショップ、Bailey橋保管倉庫)

サイト調査・資料収集

8 3月11日 火

9 3月12日 水
MIPUとミニッツ署名

JICA/JOCVﾊﾞﾇｱﾂ事務所に報告

MIPU・PWDとミニッツ協議

10 3月13日 サイト調査・資料収集木

サイト調査・資料収集

12 3月15日 土 ﾅﾝﾃﾞｨ発東京着(FJ302) サイト調査・資料収集

金11 3月14日

団内打合せ・資料整理

14 3月17日 月 サイト調査・資料収集

13 3月16日 日

15 3月18日 火

16 3月19日 水

ｼﾄﾞﾆｰ発東京着(JL772)サイト調査・資料収集

サイト調査・資料収集

サイト調査・資料収集

サイト調査・資料収集PWD・環境局と打合せ

17

18 3月21日 金

3月20日 木

19 3月22日 土

20 3月23日 日

サイト調査・資料収集

団内打合せ・資料整理

サイト調査・資料収集

サイト調査・資料収集

JICA/JOCVﾊﾞﾇｱﾂ事務所に報告

21

22 3月25日 火

3月24日 月

24 3月27日 木

23 3月26日 水 MIPUに報告 サイト調査・資料収集

サイト調査・資料収集

25 3月28日 金

ﾅﾝﾃﾞｨ発東京着(FJ302) ｼﾄﾞﾆｰ発東京着(JL772)26 3月29日 土
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2)　概要説明調査：平成15年5月19日～5月31日

日 曜

順 日 池 平岡 村本

平成15年

5月19日

JICAﾌｨｼﾞｰ事務所に報告

在ﾌｨｼﾞｰ日本大使館に報告
ﾎﾟｰﾄﾋﾞﾗ発ｼﾄﾞﾆｰ着(NF010)

MIPU・PWDと打合せ、ミニッツ案提出。PWD･環境局と打合せ。PWD・Land Dept.と打合せ

MIPUとミニッツ署名。資料収集・サイト調査

ｼﾄﾞﾆｰ発東京着(JL772)ﾅﾝﾃﾞｨ発東京着(FJ302)

ﾎﾟｰﾄﾋﾞﾗ発ﾅﾝﾃﾞｨ着(NF070)

サイト調査・団内打合せ・資料整理

団内打合せ・資料整理

MIPU・PWDと打合せ、ミニッツ案協議。PWD・Land Dept.と合同サイト調査

13 5月31日 土

12 5月30日 金

木11 5月29日 サイト調査・資料収集

10 5月28日 水

8 5月26日 月

9 5月27日 火

6 5月24日 土

7 5月25日 日

5 5月23日 金 PWD(他ﾄﾞﾅｰ関係者含む)・土地管理局(Land Dept.)と打合せ

4 5月22日 木 MIPU･PWD・財務省経済社会開発局(DESD)・土地・鉱物資源省(MLGM)環境局と打合せ

3 5月21日 水 JICAﾊﾞﾇｱﾂ事務所・ｲﾝﾌﾗ公共事業省(MIPU)・公共事業局(PWD)と打合せ

2 5月20日 火 ブリスベン発ポートビラ着(NF21)

年月日
工　　程

1 月 東京発ブリスベン着(JL761)
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資 料 ３

関 係 者 リ ス ト
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資料３ 関係者リスト

1) 財務省（Ministry of Finance & Economic Management）

Hon. Seala Molisa Minister of Finance & Economic Management

Mr. Geoge Andrew Director General

Mr. John Path First Political Advisor

Mr. Jimmy Andeng Director,

Department of Economic & Social Development

Mr. James Toa Acting Director,

Department of Economic & Social Development

2) インフラ･公共事業省（Ministry of Infrastructure and Public Utilities）

Hon. Willie Poien Minister of Infrastructure & Public Utilities

Mr. Manasseh Tary Director General

Mr. Kalwaijin Skepha Acting Director, Public Works Department

Mr. Wokon Vincent Senior Accountant, Public Works Department

Mr. Kensi Yosef Manager Operation, Public Works Department

Mr. Jimmy E. Ngwero Principal Mechanical Engineer,

Public Works Department

Mr. Willie Watson Manager Projects, Public Works Department

Mr. Alan Faerua Senior Civil Engineer, Public Works Department

3) 土地･鉱物資源省（Ministry of Lands, Geology & Mines）

Mr. Michael Mangawai Director, Department of Lands

Mr. Ernest Bani Principal, Environment Unit

4) 他ドナー関係者（PWD配属）

Mr. Benoit Chassatte Advisor to Director（フランス）

Mr. Richie Nichols Project Manager（オーストラリア）

Mr. John Andriamanantoa Manager Project Advisor（EU）
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資 料 ４

当 該 国 の 社 会 経 済 状 況

（国別基本情報抜粋）
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資 料 ５

討 議 議 事 録 （ Ｍ / D ）
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資 料 ６

事 前 評 価 表
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事業事前評価表 
1．協力対象事業名 

バヌアツ共和国 エファテ島環状道路橋梁震災復旧計画 

2．わが国が援助することの必要性･妥当性 

(1)わが国が当該国に対し援助することの必要性･妥当性 

LLDC であるバヌアツは、第一次産業、各種基盤インフラ等のいずれの分野を取っても

開発ニーズが大きく、両国関係の緊密化に伴い、わが国に対する期待が毎年高まりを

見せていること等を踏まえ、各種経済インフラ整備を中心とした無償資金協力および

人造りを中心とした技術協力を実施してきている。 

(2)当該プロジェクトを実施することの必要性･妥当性 

2002 年 1 月に発生した大地震により、首都ポートビラを中心とするエファテ島内のイ

ンフラ設備が被災した。公共事業局は、直ちに被災状況をまとめるとともに対応策を

準備して緊急復旧に着手し、現在までに一部を除き緊急復旧(応急処置)が完了した。

しかしながら、本格復旧については予算不足により他ドナーの支援を受けながら部分

的に行っている状況である。 

本計画の対象橋梁であるテオウマ橋とレンタパオ橋は、震災後の緊急復旧は施されて

いるものの、構造的な欠陥には何の対処もなされていない。したがって、両橋梁とも

非常に不安定な状況にあるとともに、水文的に通水断面が不足しているため台風時の

洪水で流失する恐れがある。 
両橋梁が位置する環状道路は、島内の各村落と首都ポートビラを結ぶ唯一の幹線道路

であり迂回道路が存在しないため、通行不能となった場合には同島東部の住民は環状

道路を逆回りして約 100km の迂回を強いられる、また、両橋梁が同時に通行不能とな

った場合には約 900 人の地域住民が完全に孤立するなど、住民生活に及ぼす影響は極

めて大きい。 

また、橋梁位置を含む前後区間約 14km は、わが国無償資金協力「エファテ島道路改

良計画」(平成 9 年度～12 年度)によって整備されており、道路が寸断されれば、同計

画による協力の効果の発現が維持できなくなる。 

3．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

本計画は、同国首都ポートビラのあるエファテ島の経済活動および市民生活を支える

環状道路における安全かつ円滑な交通を確保することを目的としている。 

4．協力対象事業の内容 

(1)対象地域 

バヌアツ国エファテ島全域 

(2)アウトプット 

環状道路上のテオウマ橋およびレンタパオ橋が再建される。 
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(3)インプット 

[日本側] 

テオウマ橋およびレンタパオ橋の 2 橋梁の再建および付帯工（取付道路工、安全対策

工、護岸工） 

[相手国側] 

迂回路用地および作業ヤードの確保など 

(4)総事業費 

概算事業費 1.89 億円（日本側 1.88 億円、バヌアツ国側 0.01 億円） 

(5)工期 

詳細設計期間を含め約 12 ヶ月(予定) 

(6)実施体制 

主管官庁および実施機関：インフラ･公共事業省公共事業局 

5．プロジェクトの成果 

(1)プロジェクト裨益対象の範囲及び規模 

バヌアツ国エファテ島住民 

裨益人口：約 42,000 人 

(2)事業の目的(プロジェクト目標)達成を示す成果指標 

・環状道路における交通の確保 

新橋建設により将来にわたり道路交通が確保され､住民 900 人の孤立および約

100km の迂回が回避される｡ 

・走行性および安全性の向上 

交互通行区間の撤廃(2 車線化)、歩道の設置および道路の走行上必要とされる視距

（見通し距離）が確保されることにより、走行性および安全性が向上する。 

成果指標 計画実施前(2003 年) 計画実施後(2005 年) 

可能走行速度 約 15km/h 60km/h  
6．外部要因リスク（事業の目的（プロジェクト目標）の達成に関するもの） 

バヌアツ国側が道路及び橋梁の定期的な点検、清掃および必要に応じた補修を適切に

実施することが必要。 

7．今後の評価計画 

(1)事後評価に用いる成果指標 

通過車輌の走行速度 

(2)評価タイミング 

2005 年（供用開始）以降 
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資 料 ７

参考資料／入手資料リスト
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資料8　交通量調査データ

Teouma橋
下り線

時間 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 小計
乗用車 17 8 8 8 3 4 6 13 11 2 10 7 97
タクシー 10 2 3 3 4 3 0 3 3 2 0 2 35
乗合自動車 7 5 19 9 8 4 3 1 6 3 13 2 80
貨物車 13 23 17 10 16 22 18 17 13 20 14 15 198
大型貨物車 3 5 1 0 1 2 1 4 1 2 0 3 23

小計 50 43 48 30 32 35 28 38 34 29 37 29 433

上り線
時間 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 小計

乗用車 13 7 8 7 4 3 5 6 6 4 6 9 78
タクシー 6 2 0 3 0 3 2 2 3 4 4 3 32
乗合自動車 4 7 10 4 5 5 8 2 3 4 8 11 71
貨物車 16 19 18 10 14 11 16 11 17 19 16 18 185
大型貨物車 0 3 2 3 0 2 1 2 0 3 1 1 18

小計 39 38 38 27 23 24 32 23 29 34 35 42 384

Rentapao橋
下り線

時間 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 小計
乗用車 2 3 4 3 4 3 4 2 4 3 5 5 42
タクシー 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 5
乗合自動車 2 2 6 6 2 0 0 0 0 2 3 1 24
貨物車 5 4 2 0 2 5 4 4 3 6 6 5 46
大型貨物車 2 4 1 0 1 0 0 3 0 2 2 3 18

小計 12 13 14 10 9 8 9 9 8 13 16 14 135

上り線
時間 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 小計

乗用車 4 4 4 3 2 2 4 3 4 5 3 5 43
タクシー 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 1 0 6
乗合自動車 3 1 2 0 0 0 5 0 1 0 1 3 16
貨物車 4 6 7 0 5 2 1 2 4 7 10 1 49
大型貨物車 2 2 2 2 0 1 1 2 1 2 4 5 24

小計 13 13 15 7 7 5 12 9 10 14 19 14 138

2003年3月21日

2003年3月21日
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